
  
（（１１））湖湖沼沼のの概概要要  
 

面積

人口

世帯数

印旛沼 手賀沼

面積 １１．５５ｋｍ2 ６．５ｋｍ2

集水域 ４９３．８９ｋｍ２ １４４．３５ｋｍ２

周囲 ２６．４ｋｍ ３８．０ｋｍ

貯水量 １９，７００千ｍ３ ５，６００千ｍ３

最も深いところ ２．５ｍ ３．８ｍ

概要

特徴

下水道の概要
千葉県では、生活環境の向上とともに広域的な水質保全という観点から、印旛沼流域、手賀沼流域、江戸川左岸
流域の３つの流域下水道の整備を進めており、概要は次のとおりです。
　なお、千葉県の下水道普及率は、平成２３年度末で７０．０％であり、全国第１９位となっております。

印旛沼流域下水道 手賀沼流域下水道

印旛沼流域下水道は、印旛沼や東京湾の水質を保全す
るため、２つの処理場があり、昭和43年度に都市計画決
定と事業認可を受け、同年度から事業に着手し、花見川
終末処理場は昭和49年4月から又、花見川第二終末処
理場は平成６年６月からそれぞれ供用開始しています。
なお、印旛沼流域関連公共下水道の平成２３年度末普
及率は、９３．３％となっています。

手賀沼流域下水道は、手賀沼の水質を保全するため、
昭和46年度に都市計画決定と事業認可を受け、同年度
から事業に着手し、昭和56年４月から供用開始していま
す。
なお、手賀沼流域関連公共下水道の平成２３年度末普
及率は、８５．７％となっています。

印旛沼流域下水道では、下水道の多目的利用として、
１）処理水を高度処理して水洗トイレ等に利用する「再生
水利用」事業、２）地域冷暖房に処理水の持つ熱を利用
する「熱源供給事業」、３）水処理施設の上部空間を「美
浜ふれあい広場」として県民に開放する事業を行ってい
ます。

手賀沼流域下水道では、処理水を利根川に放流してお
り、下流側が水道水源となっているため、当初から急速
ろ過による高度処理を行っています。

約１０００年ほど昔、印旛沼、手賀沼は、それぞれ印旛浦、手下水海と呼ばれ、香取海という内海の一部であり海水
が流れ込んでいました。
昭和２１年から約２０年かけて行われた印旛・手賀沼開拓事業により、印旛沼は、北印旛沼、西印旛沼に分かれ、こ
れを印旛水路で結ぶ形になり、手賀沼は、手賀沼、下手賀沼に分かれた形となりました。

印旛沼 手賀沼

　印旛沼は、千葉県北西部に広がる下総台地のほぼ中
央、東京から３０km～５０kmの位置にある海跡湖であり、
その流域は、千葉市、船橋市、成田市、佐倉市、八千代
市、鎌ケ谷市、四街道市、八街市、印西市、白井市、富
里市、酒々井町、栄町の１１市２町にわたっています。
印旛沼の流域面積は、
千葉県の総面積の約１割
にあたり、千葉県一の流
域面積となっています。

　手賀沼は都心から約２０ｋｍの千葉県北西部にある天
然の湖沼で、面積は約６５０haあります。
　かつては底が透き通って見えるほど水が澄み、夏には
子供たちが泳いで遊んだほど美しい豊かな沼でしたが、
近年、周辺の都市化により水質の悪化が進み、夏にはア
オコが異常発生するようになってしまいました。
　現在は、下水道整備や
北千葉導水により以前
より水質は改善してきて
います。

千葉県の概要 平成２４年３月末現在　

約5，157ｋｍ２

約６２０万人

約２,５４６千世帯

湖沼の概要

特徴

千葉県

手賀沼
印旛沼

湖沼位置図



印旛沼流域図 

手賀沼流域図 

千葉市・船橋市・成田市 
佐倉市・八千代市・鎌ケ谷市 
四街道市・八街市・印西市 
白井町・富里市・酒々井町・栄町 

松戸市・柏市・流山市 
我孫子市・鎌ケ谷市 
印西市・白井市 



（（２２））印印旛旛沼沼のの概概要要  
 
◆沼の利用状況               
 
 
 
 
 
 
◆沼の土地利用状況(平成 23 年度) 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆沼の水の流れ 
印旛沼は、長門川によって須賀地域で利根川と結ばれており、長門川には、利根川の洪

水による長門川への逆流を防止するための印旛水門及び利根川から印旛沼への取水を行う

酒直機場が設置されています。 
また、長門川とは反対側にあたる印旛放水路（新川）の大和田地先には、大和田排水機

場が設置されており、洪水時には下流河川である印旛放水路（花見川）を通じ、東京湾へ

放流しています。 
上水、工業用水、農業用水は河川から流れこんだ水や利根川から引き入れた水を印旛沼

から取水しています。 
 
 
 
 
 
 
 

項目 平成23年度
上水

(千立方メートル/年)
32,885

工業用水
(千立方メートル/年)

62,205

農業用水
(千立方メートル/年)

68,498

山林
19%

水田

15%畑

22%

公園・緑地

1%

市街地等

43%

「船着場」 

「水鳥」 



（（３３））手手賀賀沼沼のの概概要要  
 
◆沼の利用状況                
 
 
 
 
 
 
 
◆沼の土地利用状況(平成 23 年度) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆沼の水の流れ 
手賀沼は、手賀川によって木下地先で利根川と結ばれており、手賀川には、利根川の洪

水による手賀川への逆流防止と、手賀川の洪水を利根川に排水する手賀沼排水機場が設置

されています。 
また、平成１２年４月から、北千葉導水事業による浄化用水の導入が行われています。 

 
 

市街地等

57% 畑

16%

山林
11% 水田

14%

公園・緑地
2% 「白鳥」 

「桟橋」 

手賀沼
項目 平成23年度
上水

(千立方メートル/年)
－

工業用水
(千立方メートル/年)

－

農業用水
(千立方メートル/年)

19,520



（（４４））主主要要水水質質項項目目のの動動向向  
◆印旛沼（測定点：上水道取水口下）の水質経年変化グラフ（年平均値） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆手賀沼（測定点：手賀沼中央）の水質経年変化グラフ（年平均値） 
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環境基準 
３mg/l 

環境基準 
0.03mg/l 

環境基準 
0.4mg/l 

環境基準 
５mg/l 

環境基準 
１mg/l 

環境基準 
0.1mg/l 

平成２３年度水質
項目 値

COD（７５%値） 13
COD（年平均値） 11
全窒素（年平均値） 2.4
全リン（年平均値） 0.03

平成２３年度水質
項目 値

COD（７５%値） 10
COD（年平均値） 9.3
全窒素（年平均値） 2.3
全リン（年平均値） 0.16


